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渡邊邦夫 (教授), 半谷吾郎 (准教授), 橋本千絵
(助教), 松田一希 (非常勤研究員), 松原幹, 郷も
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張鵬, Cedric Suer (学振外国人特別研究者), 大谷
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子, 澤田晶子, 大谷洋介 
人為的影響の少ない環境にすむ, 野生のニホンザ
ルが, 自然環境から受ける影響に着目しながら,個体
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Institute), K Petrželková, J. Petrášová, (Academy of 














行ってきた, 南西, 南, 東南, 中央地域, 北東地域に
おける, トクザル(Macaca sinica), ハヌマンラングー






















M. A. Huffman, 中澤秀介, R. Culleton (長崎大学), 前
野芳正（藤田保健衛生大学）, 川合覚(獨協医科大学), Q. 
Nguyen Yuyen R. Marchand (Khanh Phu Malaria 
Research Center Medical Committee Netherlands-Vietnam
) 
2010 年からベトナム・中南部にあるカンフー村の
丘陵部に棲息する野生ザルの調査を開始した. ヒト
とサル間で伝播し, 人畜共通感染を引き起こすマラ
リア原虫を野生カニクイザルやブタオザルの糞から
検出する方法を開発し, 野生マカク類・ヒト間感染の
研究をすすめた. 
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